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はじめに　

富山駅北側エリアの開発事業の一環として建設された富山県富岩運

河環水公園は、富山を代表する都市公園である。また環水公園内に

あるスターバックス富山環水公園店は「世界一美しいスターバック

ス」と評されたことで、地元の人だけでなく多くの観光客が訪れるよ

うになった。これは世界中でチェーン展開するスターバックスが富山

の特色ある観光資源となり、富山県の観光事業に影響を与えていると

考えられる。そこで本論文ではスターバックスと富岩運河環水公園と

の関係に着目する。そして、スターバックスはなぜ人を集める力があ

るのか、またコンセプトストアが富山に誕生した経緯を明らかにし、

チェーン店であるスターバックスが富山の観光資源となり得るのか考

察していく。

観光資源と観光施設

溝尾は観光資源を『ヒトを旅行に駆り立てる対象』と表現し、観光

施設は観光資源を観光の対象として機能させる役割を担う施設やサー

ビスを指すと述べている（1）。一般的な公園と公園内にある飲食施

設の場合は、公園が観光資源、飲食施設が観光施設となる。しかし公

園自体がもつ誘引力は通常、観光資源と比べて弱いため観光対象とし

ては機能しにくいのが普通である。

新しい公園のカタチ

都市公園は元々緑地保全と確保が目的であり、観光のために造られ

たものではなかった。しかし近年公園をまちづくりの一環として整備

し、魅力あふれる都市創造のために活用する動きが高まっている。そ

のため、これまでただの緑地スペースだった公園では各種イベントを

開催する等、街の賑わいの拠点となるべく新たな方向へ力を入れてい

る。公園が持つ多機能性を都市・地域・市民のために引き出し、都市

の新しい魅力創出のきっかけになる社会資本へと生まれ変わらせてい

くことが求められている。

賑わいの拠点となる環水公園

富山市の中心部を流れていた神通川の氾濫は、長年住民たちに甚大

な被害を与えていた。そこで1890年代から河川の改修事業が開始さ

れ、市街地を蛇行していた川筋をほぼ直線で富山湾に流す工事を実施

した結果、氾濫は治まり、洪水の被害は大幅に減少した。しかし旧河

川跡が廃川地となり、都市計画に悪影響を与えていたため、運河を開

削し、その土砂で旧河川跡を埋め立て新市街地として整備することが

決まった。運河が完成したことで駅北地区の工業化は進んだが、戦後

の高度成長期から運河利用は衰退し、大量のごみや水質汚染が問題視

されるようになった。そこで富山駅北地区の再開発事業が計画され、

運河周辺の土地を活用し、富山の自然と都市が共存する親水文化公園

を目指して環水公園が整備されることとなった。2006年に発足した

「環水公園等賑わいづくり会議」には、商工会議所や地元住民等が参

加し、公園の魅力を積極的にＰＲ、多様なイベントを開催することで

賑わいの拠点となる公園づくりを目指すとともに、民間活力を取り入

れ飲食施設などによって賑わいを創り出す提案もされた。

地域に寄り添うスターバックス

スターバックスに多くの人が集まる理由の1つとして高いブランド

力が挙げられる。スターバックス元CEOであるハワード・シュルツ

はブランドを築くための一番の要因は、魅力的な製品を持つことだと

述べている（2）。スターバックスの目的は、上質なコーヒーを提供

するだけではなく、人々に喜びを提供することだ。そのためスター

バックスの情熱や思いを顧客に伝えるパートナー（従業員）の育成、

「スターバックス体験」と呼ばれる店で過ごす体験の向上に力を入れ

ブランド力の維持と強化に努めた。1995年初の海外進出としてス

ターバックスコーヒージャパン株式会社が設立され、国内の店舗数は

現在1000店舗を超え日本の第2次コーヒーブームを牽引している。

各ストアは地域住民や来店者にとっての「サードプレイス」になるこ

とを目指している。サードプレイスとは「とびきり居心地よい場所」

（3）と表現され、自宅や職場、学校以外の場所を指す。スターバッ

クスは、サードプレイスを意識した店舗づくりを展開することで、多

くの人の憩いの場として認知されるようになった。

公園内の憩いの場　スターバックス富山環水公園店

スターバックス富山環水公園店は全国に現在14店舗しか存在しな

いコンセプトストアのひとつである。コンセプトストアとは「いつも

のお店とすこし違うスターバックス体験」ができる特別なストアを指

す。環水公園店は公園に広がる芝生と豊かな水辺空間を活かした店舗

デザインが特徴的で、2008年スターバックスの社内コンクールにお

いてストアデザイン賞最優秀賞を受賞した。これは口コミやSNSで

広まり「世界一美しいスターバックス」と称され日本中、世界中から

多くの観光客が訪れるようになった。このような観光客が旅行の目的

として来店するストアを社内では“Destination Store”と呼んでいる。

全国のコンセプトストアと比較して、その特異性をみてみたい(表1)。

図1は分類されたグループの誘引力の関係性を図式化したものだ。

円の大きさはそれぞれの誘引力の大きさを表し、大きい方がより強い

誘引力を持っている。Ａは、島根県にある出雲大社のような大きな誘

引力を持つ観光資源と関連付けたデザインを店舗に取り入れること

で、ストア自身の誘引力を高めている。つまり『観光地付随型』のコ

ンセプトストアと分類できる。またＢは、付随する観光資源の中に入

り一体化していることが特徴である。兵庫県にある神戸北野異人館は

登録有形文化財に指定されており、その中にスターバックスが出店し

ている。これは『観光地融合型』のストアであり、スターバックスと

観光資源が共に1つの大きな誘引力を生んでいる。Ｃは、人が多く対

流する都会で社会の最先端な関心事をテーマとしている『都市一体

型』コンセプトストアである。まだ世間では注目を集めていない価値

観に目を向け、関心をもたせるきっかけを与えている。しかし富山環

水公園店はこれら3つのグループのどこにも該当しない。このストア

は「世界一美しいスターバックス」という評判とスターバックス全体

が持つブランド力により誘引力を高め、結果環水公園が付随する形で

誘引力と知名度が高まった。よって『観光地牽引型』であるといえる。

総括

スターバックスが人を集め愛されている理由は確立されたブランド

力にある。そのブランド力は主に上質なコーヒーと、人との交流を楽

しめるスターバックス体験、そしてサードプレイスを意識した空間で

構成されている。また現在全国に14店舗しか存在しないコンセプト

ストアは、その場所でしか機能できない目的を持っている。富山環水

公園店が、コンセプトストアとして出店された明確な意図は公表され

ていない。しかし環水公園は、まちづくりの一環として活用するため

にスターバックスという民間事業を取り入れたことで公園の新たな可

能性を見出した。元々富岩運河環水公園は観光資源としての役割を担

い、環水公園が観光地としてより魅力を発揮できるよう、飲食サービ

スを提供する施設としてスターバックスが出店した。しかし、スター

バックスのブランド力と「世界一美しいスターバックス」という特別

さが、環水公園自体の誘引力を上回る形で人を惹きつけることとなっ

た。つまりスターバックス富山環水公園店はチェーン店でありながら

富山の観光資源となり得ている。ただこの先もストア自体が観光資源

であり続ける保証はない。駅北地区では富山県美術館の開館等、新た

な観光資源が誕生し一層賑わいの拠点化が進んでいる。それによって

親水文化が発展すれば、地区全体が持つ観光資源としての誘引力が高

まり、スターバックスの誘引力を上回る可能性もあるだろう。しかし

このストアがこれからも地域の人たちの憩いの場となり、公園の賑わ

いを創出し支えていく、環水公園とスターバックス、地域住民3者の

良好な関係を保ち続けることが極めて重要である。
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はじめに

　旅行先で見た、ポルトガル出身の建築家アルヴァロ・シザ（1933

－）によって設計されたセラルヴェス現代美術館の新鮮な空間に惹

かれ、本研究の研究対象とした。彼の作品は、コンテクスト（文

脈）を読む建築として、親交の深いイタリア出身の建築家である

ヴィットリオ・グレゴッティに「状況をにらんだ」建築であると評

されている。既往研究では空間構成の分析に関しては多いものの、

思想について踏み込んだ研究は確認できない。彼の建築作品と思想

を調べていく中で、キーワードを抽出し、3つの主要概念として「ポ

ルトガルの地域性」、「他の建築家の参照性」、「スケッチの造形

性」に分類した。これらをもとに言説などから、シザ固有の建築思

想と設計手法の根底にある建築理念について考察する。

ポルトガルの地域性

　ポルトガルは、ヨーロッパ西端のイベリア半島の岩盤の上に国土

が広がり、地理的な条件からその歴史は豊かである。ローマ人の侵

略やイスラム文化の浸透、そして我々がよく知る大航海時代の貿易

国として栄えた。そのためポルトガルには様々な建築様式、地方ご

とに多様な文化が存在する。大きく分類すると南部地方ではモロッ

コなどの北アフリカから影響を受けた住宅形式が多く、北部では花

崗岩を用いた住居が分布している。彼が師事していたフェルナン

ド・タヴォーラによってこのような伝統建築に関する研究がまとめ

られ、シザの初期作品では、直接的な参照が見られる。しかし、独

裁的な右翼政治から抜け出すためのカーネーション革命（1974）以

降から、伝統建築の影響を受けた作品中の意匠の明確な形態の輪郭

はぼやけ、独自の曲線を混合させたり、意図的に崩したりすること

で間接的な参照にとどまっている。

　ヴァナキュラーな建築には、「自然発生的で匿名の建物の持つ自

然さの価値や魅力」（１）があるとシザは述べている。つまり、あ

る特定の人物が作り上げた物ではなく、人々によって使い続けられ

ることにより、文化に適応しながら生成された本質的な形のことで

ある。スペインのアリカンテ大学などに見られる中庭を持つパティ

オ型のプランの軸に角度を付け、囲むような形式や韓国のアルヴァ

ロ・シザ・ホールの小さな開口といったシザ固有の建築言語は、ポ

ルトガルの文脈に由来すると考えられ、無類の価値を備えている。

　また、彼の作品には継続して用いられている造形がある。ポルト

ガルは大航海時代に黄金期を迎え、その後も船による貿易は活発で

あり、富をもたらした船の造形はポルトガルを象徴する形であると

言えるのではないだろうか。シザの出身地近くのドウロ川はポート

ワインの産地として名を馳せ、その川の近くの敷地に住宅全体を船

のモチーフとしたルイス・フィゲレド邸を設計した。港湾都市であ

るセトゥバルに設計した教育師範学校の一部に船の尖頭が校舎から

突き出るようにデザインしている。両敷地は港から近く、その土地

を表現するためのモチーフとして扱われたと考えられる。文化的象

徴を地域のアイデンティティとして表現しているのである。

　場所性から得られる地域固有の言語、アイデンティティの表現は

積層された時間の表現であり、人々に喜びや癒しを与える。

他の建築家の参照性

　シザは世界中の数ある建築作品からの影響について、度々示唆し

ている。建築史家のケネス・フランプトンは、ガリシア現代美術館

などの数多くの作品に、フィンランドを代表する建築家であるアル

ヴァ・アアルトの作品からの参照性を指摘している。実際シザは、

1988年にアルヴァ・アアルト財団金賞を受賞している。アアルトは

独立戦争を経験しており、作品はフィンランドの自然から造形の着

想を得ている。民衆のアイデンティティを表現しようとしたのであ

る。土着の固有言語と海外から外部の要素を取り入れた彼の設計手

法をシザは参考にしている。現実的な人々の社会的、経済的、機能

的問題を解決する際に世界中の優れた建築から参照するのである。

　例えば、ボウサの集合住宅では、ブルーノ・タウトがベルリンの

ジードルンクで用いた赤色を使用している。革命前後の国が混乱し

ていた時期に計画されたプロジェクトであり、スラムと化していた

地区にシザは労働者のための住宅を設計した。タウトの用いた色彩

は、「人間にふさわしい住まいを求める労働者階級の戦い」によっ

て動機づけられ、「色彩に対する喜悦」の表現として使用されてい

る（２）。この事実について、シザはボウサ地区で感じ取った喜び

に満ちた精神をタウトの用いた赤色で表現した。

　シザは単なる模倣であることを否定し、参照対象からもたらされ

るインスピレーションは本質的なものであることを主張している。

外部からのつながりの無い意匠は、全く異なる別の気候風土の蓄積

から生成された一つの「道具」であり、それを設計時の問題に応用

する。さらにそれはポルトガル文化から見れば、芸術的な異化作用

にさえなり得るのである。

スケッチの造形性

　シザは膨大な数のスケッチを描くことで設計を進める。彼の事務

所で働いた経験を持つ戸室太一は、建築的行為の半分はスケッチの

中にあると述べている。シザのスケッチの分析と言説から彼の造形

性を分析し、それぞれの役割を見出した。

　シザにとってスケッチすることは「見る」ことであり、旅行先の

風景、プロジェクトの初期段階で敷地、優れた建築などを描き、取

り込む。スケッチを描くことで条件や制約といった先に述べた様々

な問題から逃れる「エスケープ」の役割も主張している。人や馬、

天使などの空想の中の対象が描かれるのである。これはアアルトが

設計の途中、息抜きとしてすることで飛躍したアイデアにつながる

ことを例にシザは重要性を説明する。しばしばプランの形や空間の

特徴でもあるシーンの継起を生み出す発想の源になっている。また

彼のデザイン手法についてはピーター・テスタによって、突拍子も

無いひらめきを付与することに長けていると指摘されている。ス

ケッチによってシザの建築に固有の造形性を付与するのである。

　シザのスケッチの多くはパースによるスタディである。戸室によ

ると、物のつながり方を見ていると記している。断片として想像に

あるものを一つにまとめ上げる。スケッチする行為は、敷地を取り

巻く環境から様々な要素を取り込み、統合する手段である。

結論

　ポルトガルの気候風土、歴史、地形などの文脈と、時間を超えた

人々の生活や文化の蓄積によって生み出された伝統的建築の対象

は、固有の形態であり、無類の価値を有している。それは時間の経

過とともに深みを得て、使い手、住まい手に様々な記憶や知覚を経

験させ、想起させ、癒しをもたらすのである。また世界中の優れた

建築作品を参照することは、ポルトガルとは異なった環境・文化を

もとに生成された他者の営為を参照することであると共に、シザが

ポルトガルの地域性を参照することにその過去を参照することも含

まれるように、時代を超えて他の地域で形作られた過去の要素の意

味も含まれる。ポルトガルの現在と過去の地域性だけでなく、他の

国の過去と現在のホンモノの参照もそこに関与させられ、「経験の

総体」すなわち、共同的経験として、設計の対象となっている「社

会の持つ問題を解決する」ために用いられるのである（３）。

　現実に寄り添った住まい方は設計の根本的な問題として存在して

いる。ポルトガルの地域性、他の建築家の参照性から得られる「道

具」は、彼の描くスケッチを通して練磨され、混合し変形され、さ

らに人の動きや動物などの形から着想を得た、彼独自の造形が加え

られる。アアルトやル・コルビュジエが、旅の各地で収集した価値

ある建築的断片は、過去からの連続性を含み、見出されたアイデン

ティティとスケッチによって混合された。彼もまたそれを繋いで行

く。シザの建築作品は、人々の幸福をめざして、蓄積された経験と

人々の生活、住まい方という生活世界に立脚しているのである。

アルヴァロ・シザ の建築思想と設計手法に関する考察
ーポルトガルの地域性・他の建築家の参照性・スケッチの造形性に基づいてー
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■アアルト設計リオラの教会のトップサイドライトの窓（1966）（左）松政撮影／シ
ザ設計ポルト大学建築学部アトリエ棟の鋸の刃のような屋根（1986）松政撮影（右）

■ポルトガル中部のマフラにある農家労働者のための集合住宅 . 窯が住戸のモジュー
ルとなっている（1950 年代以前）（左）／シザ設計のボウサの集合住宅 . ファサード
の階段がリズムをつくる（1973）（右） “Neighbourhood: Where Alvaro meets Aldo”

■シザ設計ナディール・アフォンソ財団現代美術館の設計過程で描かれた全体パー
スの変化（2005）（左） “Álvaro Siza twenty two recent project”／論文概念図（右）

［主要参考文献、引用文献、URL］
○セゾン美術館、デルファイ研究所編／『アルヴァー・アールト1898−1976－20世

紀モダニズムの人間主義』／デルファイ研究所／1998

○戸室太一他編／『アルヴァロ・シザ の建築』／TOTO出版／2007

○Távora, Fernando/“Architectura Popular em Portugal”/Centro Editor Livereiro 

da Ordem dos Arquitectos/2004 4.a edições

○Siza, Alvaro/“Alvaro Siza 68/69＋95”, El Croquis/EL C. ed./2000

○Frampton, Kenneth/“Álvaro Siza Complete Works”/Phaidon/2000

引用１）Siza, Alvaro/“Alvaro Siza 140”, El Croquis/EL C. ed./2004/p.30/筆者訳

引用２）SD編集部編／『ブルーノ・タウト：1880−1983』／鹿島出版会／1982／66頁

引用３）Siza, Álvaro/“Álvaro Siza: une questione de mesure”/Le Moniteur /2008 

/p.27/松政訳
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序論　研究対象と本論文の目的

富山県高岡市に位置する瑞龍寺は加賀藩三代藩主前田利常が、二代

藩主利長の菩提を弔うために建立した禅宗寺院で、前田家から寄進さ

れた数多くの宝物を所蔵している。その宝物の中には、江戸時代に幕

府御用絵師であった狩野派の奥絵師の手になる作品が残されている。

狩野派は、常にその時々の権力者に仕え、さらに諸藩に同派系譜の絵

師を送り込むことによってその地位を不動のものとした。それに倣い

加賀前田家も、藩御抱絵師として狩野派の画技を継いでいる家系を

雇っていたにもかかわらず、瑞龍寺には狩野派の中で最も格式の高い

奥絵師による作品が所蔵されている。それはいかなる理由によるもの

であろうか。

本論で研究対象とするのは、これら瑞龍寺所蔵の狩野派奥絵師の作

品七点であり、それぞれの作品を加賀前田家との関わりを検証したう

えで、狩野派奥絵師の作品が残されている意義について考察し、諸作

の同派内での位置づけを検討することを目的としている。

第一章　狩野派と北陸

石川、富山県に残されている狩野派作品は、その土地に縁がある作

者による作品、または加賀藩に仕えた作者の作品、そして加賀前田家

由来の狩野派奥絵師や表絵師による作品の三種類に大別できる。

その中で、前田家由来の作品は、石川県の天神講が盛んであった菅

生石部神社の天神画像や、善徳寺の仏画および婚礼のめでたさを言祝

ぐ作品といったように、その画題が収められている場所に適したもの

が多い。したがって、これらの作品は前田家によって画題が選定され、

発注に至っていると考えられる。

これをふまえて、瑞龍寺所蔵の作品七点を見ると、うち五点の画題

が寒山拾得や布袋といった禅宗と関係の深いものであることが認めら

れる。すなわち制作時の画題選出の際に禅宗を意識していることが明

らかであり、それは寄進先が瑞龍寺という禅宗寺院であるからと考え

る。

一方で、禅宗には関連のない鴛鴦という画題は、夫婦和合の象徴と

されて親しまれている。このことから、利長夫婦が死してもなお睦ま

じくあれるようにという願いをこめて選出された画題であり、同じ

く、観音という画題も、信仰することによって現世利益や、極楽往生、

死者の追善などが得られると思われていたことから、利常が利長の菩

提を弔う気持ちの反映として選出された画題である可能性が高い。

したがって同寺所蔵の諸作は前田利常が自ら狩野派奥絵師に発注し

たと考えられる。

第二章　瑞龍寺所蔵の狩野派作品の特質

瑞龍寺所蔵の狩野派作品七点は、奥絵師三家の家祖として広く知ら

れ、同派中興の祖とも仰がれる探幽・尚信・安信の三兄弟によるもの

である。諸作は、それぞれの作者の代表作と比較すると筆致は粗く、

そして簡潔に描かれていることが認められた。それは、瑞龍寺が禅宗

寺院であり、禅宗の教えである何事も理論的に説かずに、意思表示は

簡潔で含蓄に富んだ表現に止め、あとは相手の想像に任せるものであ

ることが関係しており、さらに瑞龍寺で作品が掛けられたと推測され

る書院・上段の間の素朴な空間に合致している。

したがって同寺所蔵の狩野派作品は、各作者の代表作より劣ってい

るのではなく、その簡潔な美が、他の狩野派作品には見られない瑞龍

寺らしさを持つ作品であるという表現がより適切といえるだろう。

第三章　前田利常と狩野派

瑞龍寺所蔵の≪鴛鴦図≫に用いられている表具は、中縁が七宝繋ぎ

地陰陽勾玉巴文様、一文字が宝尽文様の裂が取り合わされている。こ

のおめでたい文様は仏画の表具裂としては珍しい。このことから利常

瑞龍寺における狩野派の絵画作品について

大野 比奈
文化マネジメントコース

Geibun Prize 2018 受賞

は利長の三十三回忌を祝っていることが理解される。それに加えて、

瑞龍寺所蔵の狩野派作品七点はすべて利長の命日および月命日に寄進

されている。したがって諸作は、利常が利長の菩提を弔うためへの気

持ちが強く、利常の命日を偲び、祖霊となった先祖を祝う意思が感じ

られるのである。

しかし、なぜわざわざ幕府御用絵師である狩野派奥絵師に依頼する

必要があったのだろうか。

当時の幕府にとり、前田家は豊臣恩顧の大名であり、百万石を誇る

最大の危険因子であった。そのため幕府は前田家の行動を常に警戒し

ており、前田家は不審に思われないようにと心を配っていた。このこ

とを鑑みると、利常は幕府御用絵師である狩野派奥絵師に絵を依頼す

ることによって幕府への忠誠心を示そうとした可能性が見いだされる。

各藩が狩野派奥絵師に絵を発注することは、絵師を幕府に準じること

になるため、常に幕府の存在を意識せざるを得ず、それが一種の集団

となることで、より幕藩体制を強固にしたと考えられる。そうなるこ

とによって、幕府は各藩が健全な思考を持っていることを把握でき、

各藩にとっては自らの忠誠心を間接的に訴えることができる一種の方

法となった。よって、ここに幕府と各藩大名の「利益の一致」が成り立っ

ていたと考えられるのである。

その反面、利常は後水尾天皇

や、天皇が開いていた寛永文化

サロンを通して当時の芸術家た

ちと関わる中で平安朝文化を好

んだとされる。瑞龍寺所蔵の≪

竹菊雀図≫は奥絵師として活躍

していた江戸狩野の狩野探幽の

作品でありながらも、京狩野と

いう天皇や公家に好まれた同派

の別の系譜の特徴が随所に見ら

れる。

したがって、瑞龍寺所蔵の狩

野派作品は、寄進者である利常

が画題の選定者であると推測さ

れる。そしてそれらは常に徳川

幕府への恭順を示しているが、

そうすることで皮肉なことに、

前田家や瑞龍寺の宝物は、京の

伝統文化と江戸の文化、さらに

は流行の狩野派という、当代の

一流の文化のすべてを取り込む

形となったわけである。

結論―幕府と狩野派と前田家の関係性から生まれた瑞
龍寺の絵画

幕府と前田家の間で、狩野派にはどのような利益があったのか疑問

が残る。狩野派が諸藩の依頼に応えることは、自身の収入に繋がると

ともに地方の藩主らとの交流にもなり、門弟を地方に送り込むための

重要な縁となった。すなわち江戸時代に連綿と続く狩野派の系譜はこ

うしたことで全国へと広まっていったのであった。

また当時、大名家の道具には狩野派系譜の絵師でなければ通用しな

いという認識がなされていた。そのため藩の重要な行事には、将軍の

絵師である奥絵師との関係を前提とした格式ある絵師が求められてい

たのだと考えられる。

以上をまとめると、幕府、狩野派奥絵師、加賀前田家の三者それぞ

れの利益の一致が双方向に認められる。その背景には、下克上で地位

を奪い合った時代を経て成った江戸時代では、当時政権を握っていた

幕府や、大大名、そして絵師にあってもその地位を維持し続けるため

の必死な思いがあった。そのため、地位を守る一種の方法として、諸

藩の大名が狩野派奥絵師に絵を依頼するようになったのではないか。

そのような流れの中で、前田利常によって瑞龍寺所蔵の狩野派作品七

点が依頼され、現在も瑞龍寺に残されているのではないかと結論づけ

られるのである。

［主要参考文献］
○石川県立美術館編／『瑞龍寺展図録』／石川県立美術館／1997年

○大友一雄／「幕藩関係にみる武家儀礼」『儀礼文化 26 号』／儀礼文化学会／

1994年／37－50頁

○三宅秀和／「大名家と狩野派絵画―細川家の場合」『茶道の研究56巻3号』／

三徳庵／2011年／29－4頁

ほか

Ohno, Hina  The Paintings of Kano School in Zuiryu-ji Temple

図１.　 狩野安信≪鴛鴦図≫、一幅、紙
本墨画淡彩、慶安元年（1648）
2 月奉納、瑞龍寺蔵／石川県立
美術館編『瑞龍寺展図録』（石
川県立美術館、1997 年 4 月）

図２.　 狩野尚信≪観音・燕鳥・翡翠図≫、
三幅対、紙本墨画淡彩、承応 4
年（1655）5 月奉納、瑞龍寺蔵
／石川県立美術館編『瑞龍寺展
図録』（石川県立美術館、1997
年 4 月）

図３.　 狩野探幽≪竹菊雀図≫、一幅、
絹本墨画淡彩、承応４年（1655）
5 月奉納、瑞龍寺蔵／石川県立
美術館編『瑞龍寺展図録』（石
川県立美術館、1997 年 4 月）
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21 世紀の草間芸術
―日常への増殖と浸透―
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はじめに

草間彌生はいま世界で最も人気のある芸術家の一人であり、彼女の

芸術は既成観念を打ち破ることで芸術の枠組みを超え、とりわけ21

世紀に入ってからは日常へと浸透し増殖を続けている。本論文では、

芸術的価値、芸術と観照者との関わり、芸術と現代社会との関係と

いった美学的な観点から21世紀の草間芸術を分析し、日常への増殖

と浸透という切り口から、その芸術の歴史と芸術の理論に占める位置

を明らかにする。

芸術的価値

あらゆる芸術は様々な性質を備えた価値を持っている。なかでも芸

術の歴史と芸術の理論の文脈上の重要性に関わる芸術的価値は、芸術

にとって最も重要な価値であると考えられる。とはいえ、芸術の価値

はそれに尽きるわけではない。例えば21世紀の草間芸術は、消費主

義社会のなかで商品として多く売買され、ともすれば作者への注目度

が作品よりも高くなることさえある。それは一見すると、草間芸術が

持つ芸術的価値が芸術の経済的価値や芸術家の名声と連動しているか

のようである。確かに、芸術的価値が経済的価値や芸術家の名声とい

くつかの性質を共有する以上、それらは完全に切り離せるものではな

いが、その一方で芸術的価値とそれらの価値が連動することはない。

なぜなら、それぞれが異なる判断基準によって測られた価値であり、

まったく異なるものだからである。それでも草間芸術自体が、資本主

義社会のなかで経済によって支えられ、さらにその芸術を広め、その

評価を高めるものとしての芸術家の名声に支えられていることは事実

であり、それらが芸術にとって重要なものであることは明白である。

また、21世紀の草間芸術は、日常に接近することで芸術の制度から

の逸脱を目論むものであるが、その芸術的価値が芸術の制度に支えら

れている以上、そこから完全に逸脱することは不可能である。しかし

その一方で、その逸脱によってこそ芸術の範囲は拡大し、この意味に

おいてその芸術的価値も増していくとも言える。

観照者との関わり

21世紀の草間芸術は、美術館の中と外の双方において芸術を日常

へ接近させようとしている。最近の美術館での草間の個展が人々を魅

了し、大盛況となる要因として、様々なメディアを用いた情報発信や、

誰もが知るモティーフとすべての人が関心を持つ「愛と平和」という

主題の作品への使用、そして観照者を芸術行為に参加させることなど

に代表される草間の前衛的な姿勢が挙げられるだろう。21世紀の草

間芸術は、誰もが観照者となれる芸術を提供しながら、芸術の閉鎖的

な空間に多くの人々を誘い込み、普段芸術に興味のない人々の集う日

常空間へと変貌させる。つまり、それは美術館を日常へと拡張し、侵

食させることで、人々の生活に芸術を増殖させていくのである。

その一方で21世紀の草間芸術は、美術館の外の公共空間に飛び出

し、いわば日常に接近し、増殖することで、そこでは否応なしに芸術

に興味のない大衆にも芸術を体験させることになる。しかし、芸術の

制度の外に存在する公共空間で芸術が適切に評価されることはほとん

どないと言っていいだろう。それでも草間の芸術は、独自の表現を貫

きながらも周りの環境に調和することで、日常の中で芸術を受容さ

せ、さらにその表現を通して「なぜこれが芸術なのか」という問いを

大衆に投げかけることで、大衆が自ら草間の芸術を適切に理解したい

と思わせるように仕向けている。草間の芸術作品が現在日常へ浸透し

ている根底には、誰もが草間について何かしら知っているという状況

があり、そこには草間芸術が誰でも受容可能なものであることや、草

間のメディアに露出した宣伝活動が大いに関わっている。芸術がエ

リート主義を携えざるをえないなかで、21世紀の草間芸術は、芸術

を低級にするのではなく、大衆を持ち上げることで、どこにあっても

それ自身が正当に評価されることを促すものとなっている。いわば、

芸術と日常を双方向から接近させ、日常の芸術化と芸術の日常化の中

で、着実に芸術を日常に浸透させ、増殖させることを可能にしている

のである。

現代社会との関係

21世紀の草間芸術は、資本主義社会や大衆社会、消費主義社会な

どといった現代社会の持つ様々な側面と連動しながら日常へ浸透して

いる。その意味において、それは社会性を持つ芸術であるが、その一

方で自己言及性を根拠とする自律性を保つものでもある。芸術が日常

へ浸透するためには、芸術は大衆や社会との関わりを積極的に持たな

ければならないが、草間芸術のふるまいは結局のところ、「芸術とは何

か」という問いへの取り組みであると言うことができる。社会性と自

律性という、本来相反する性質を併せ持つ21世紀の草間芸術は、積

極的に社会性を高めることで、芸術の自律性を、単に芸術を芸術のた

めだけに創造するための性質として扱うのではなく、「芸術とは何か」

という問いへの答えをぎりぎりのところまで押し拡げるための性質と

して扱い、それによって芸術の新たな領域を切り拓こうとしている。

なかでもその社会との関わり方として重要な要素を挙げるならば、

それは、草間とその芸術が前衛的な姿勢を取り続け、その芸術が一貫

して「愛と平和」という主題を貫いているということである。なぜな

ら、前衛的な姿勢は新たに時代を切り拓く力そのものであり、同時に

「愛と平和」という主題は、現代社会がいま切に求めているものだか

らである。おそらく、それは人類が始まって以来求め続けているもの

であるが、未だ戦争は止むことなく、完全な意味で「愛と平和」を手

にすることができていないと言ってもいいだろう。それどころか、貧

困や環境問題など、複雑な問題の絡み合う21世紀の現代に生きる私

たちは、絶え間ない進歩のなかで、かえって先の見えない不安と恐怖

の中でもがきながら前進を続けている状況にある。不安や恐怖は、幻

覚に悩まされる草間にとって、最初期からその芸術の隠れたモティー

フでもあった。さらにいえば、1960年代の既存の社会に対する異議

申し立てとしての、フラワー・ムーヴメントから続く「愛と平和」と

いう主題は、21世紀に入って世界が（外見上だけであるかもしれな

いが）落ち着きを取り戻し、あるいはあらゆる既存の権威がすでに壊

された後の、多元的な相対主義のなかで、漠然とした不安と連動しな

がら、21世紀の草間芸術において、よりはっきりと本質に迫るもの

になった。だからこそ、その芸術は、人々にとって強い説得力を持っ

て受け止められるものとなり、日常に浸透してきたのだと言える。

21世紀の草間芸術は、優れた自律性と社会性を持つことによって、

前衛芸術として、つねに現代社会と芸術の先頭に立ち、新しい芸術の

可能性を切り拓きながら同時に日常へ浸透し、それがまさに真の芸術

であるということを私たちに、現代社会に提示するものとして燦然と

輝き続けている。

結論

以上見てきたように21世紀の草間芸術は、様々な方法によって日

常へ接近しようとしている。そこには草間の野望、すなわち世界中に

草間芸術を増殖させることで世界を平和にすることがあり、その背景

には芸術の新たな可能性を切り拓く前衛芸術家としての矜持がある。

草間芸術の前衛的な姿勢の基盤は、1960年代に築かれた。60年代、

草間は現代芸術の中心地ニューヨークにおいて、当時の芸術運動や社

会の動きと連動しながら、過去の芸術を否定する新しい芸術を次々と

生み出していった。これら一連の前衛芸術は芸術の可能性を拡げ、豊

かにする一方で、人々が暗黙のうちに持っていた芸術の定義をわから

なくした。その結果、新しい芸術はある意味で出尽くしてしまい、こ

れ以後の芸術は過去の残骸を繰り返しているかのような様相を呈す

ようになった。この状況を目の当たりにしたアーサー・ダントーは、

60年代の芸術動向によって、芸術が自らの哲学的問いに答えていく

という物語は結末を迎え、一定の目的に向かって進化していくという

芸術の歴史は終焉したと主張した。ダントーに従うと、もはや重要な

芸術は生まれえないことになる。

しかし私は、「芸術とは何か」が致命的にわからなくなった60年

代こそが、その物語の真の始まりであると考える。さらに現代の芸術

は、モダンが終わった後のポスト・モダンの芸術やポスト・ヒスト

リーの芸術ではなく、前衛芸術としてのモダン・アートがなお続い

ていると主張する。なかでも21世紀の草間芸術は、ニューヨーク時

代の前衛姿勢を保ったまま、「芸術とは何か」という問いに答え続け、

日常へ増殖することによって芸術の新たな領域を最大限切り拓こうと

している。それは芸術と日常の境界を曖昧にし、芸術の領域を不確実

なものにしてしまう危険な行為ではあるが、その一方でそこまでしな

ければ芸術の進化は止まってしまう。以上のことから、芸術の価値を

保ちながら、モダン・アートとしての芸術の最前線で闘い続け、新し

い芸術を創造し続けるものとして、21世紀の草間芸術はきわめて重

要であると結論づけることができる。
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